
平成２６年度学校評価（自己評価及び学校関係者評価）の結果 
１２月に行った学校職員による評価（自己評価）と１月２６日（月）に行った学校評議員に

よる学校関係者評価の結果をまとめましたので、お知らせします。なお、この評価結果は、保
護者アンケートの結果と合わせ、江別市教育委員会に提出することになっています。 

 
１  本年度の重点目標 

基礎･基本を身につけ､心身ともに健康で人間性豊かな子どもの育成 
 
２  自己評価に対する学校関係者評価  【評点】Ａ：よい Ｂ：おおむねよい Ｃ：ややよくない  Ｄ：よくない 

分
野 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 
状況 

改善の方策 
自己評価
の適切さ 

改善策の
適切さ 

経
営
方
針
の
重
点 

地域や保護者の願いを基底にし
た開かれた学校づくりが推進さ
れたか。 

Ａ 
(3.8) 

学校ホームページ等で、閉校、学
校統合等に関する情報の発信を進
めていく。計画的に外部講師や各
種ボランティアの活用を図る。 

Ａ Ａ 

マネジメントサイクルを生かし
た教育活動が推進されたか。 

Ａ 
 (3.5) 

 

学校評価による教育活動の改善が
進んでいる。反省、評価を生か
し、１年後の学校統合を進めてい
く。 

Ａ Ａ 

教育のプロとしての教職員の資
質能力の向上が図られたか。 

Ｂ 
(3.2) 

 

最終年度となる学校課題研究のま
とめを進め、校内研修の活用によ
る授業改善を進める。 

Ａ Ａ 

教
育
課
程
・
学
習
指
導 

基礎・基本の定着と学ぶ意欲を
育てる教育活動が推進された
か。 

Ｂ 
(3.2) 

 

基礎学力到達調査の結果を普段の
授業に生かすため、全校で共通し
て指導することを確認する。小学
校卒業時には、自分なりに課題を
見つけ学習を進めていく姿を目標
に、家庭学習支援を行う。 

Ａ Ａ 

児童の実態を明確にし、個に応
じた指導の組織的な推進は適切
であったか。 

Ｂ 
(3.2) 

 

児童の実態把握と指導方法の工夫
に努め、算数の習熟度別指導の充
実を図る。 

Ａ Ａ 

「命の大切さ」や「善悪の判断」
「礼儀」等、人としての基本を
身につける心の教育が推進され
たか。 

Ｂ 
(3.1) 

 

「わたしたちの道徳」を位置づけ
た指導計画に基づく道徳の時間の
指導を行う。道徳の教科化を見据
え準備を進める。 

Ａ Ａ 

学習指導要領に基づいた適切な教
育課程の編成､実施がなされた
か。 

Ｂ 
(2.9) 

 

教科書改訂にともない、指導計画
の変更、題材配当表の見直しを年
度内に行い、適切な教育課程の編
成・実施を進める。 

Ａ Ａ 

生
徒
指
導 

いじめや登校しぶり等への、早期
対応と支援体制の確立が図られた
か。 

Ａ 
(3.6) 

定期的な生徒指導交流は未然防止
の効果があった。児童会活動で、
児童の主体性を生かしたいじめ防
止の活動を行う。 

Ａ Ａ 

自他の生命を尊重し、安全に行動
する資質や能力を育成する安全教
育の充実に努めたか。 
 

Ａ 
 (3.5) 

 

児童の安全確保を第一にした教育
活動を推進した。 

Ａ Ａ 

地域・家庭との連携した生徒指導
は、適切に行われたか。 Ａ 

 (3.5) 

問題行動に対しては関係機関と連
携しながら組織的な対応を行っ
た。今後も地域・家庭と連携して
対応する。 

Ａ Ａ 

特 
別 
支 

子ども一人ひとりの教育的ニーズ
に応じた特別支援教育が推進され
たか。 

Ａ 
（3.7） 

特別支援教育についての研修を計
画的に行い、個に応じた適切な支
援を進める。 
 

Ａ Ａ 

援
教
育 

特別支援学級の教育環境を整備
し、所属学年や学校全体との連携
のもとで交流・共同学習が推進さ
れたか。 

Ａ 
(3.5) 

児童の実態に合わせた交流・共同
学習を組織的・計画的に進める。 

Ａ Ａ 

健
康
・
安
全
管
理 

児童の健康・安全管理能力向上の
ための取組が適切に行われたか。 

Ｂ 
（3.2） 

 

食に関する指導、給食指導、アレ
ルギー対応等を適切に行う。体つ
くりついては、体育科での指導を
中心としながら、年度初めに継続
して取り組む内容を決め、定期的
に評価することで工夫・充実を図
る。 

Ａ Ａ 

【評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見】 
・はぎのこ学級ができて良かった。その子にとって良い環境になり、子どもが伸びている。  
・地域の行事への協力、参加を進めてほしい。  
・家庭学習の指導は小中９年間を見通してほしい。  
・将来について考えるキャリア教育を充実させてほしい。  
・家庭との連携を進め、テレビを見る時間を決める等、指針を示すとよい。  
・外遊びの奨励、全校での体力づくりを進めてほしい。  
・第一小学校の通学では、自治会等の協力を得て、国道１２号線横断時の安全確保策を万全にしてほし

い。また、見守り活動、子ども１１０番の家について、再確認してほしい。 

これらを生かして次年度の計画づくりに取り組んでいます。主な変更点についてお知らせします。 

閉校前最後の１年となります 

・第三小学校との学校統合の準備を進めます。 

■児童数、学級編成、教室配置  
・全学年１学級で計８クラス１３１名（はぎのこ学級
２クラス８名）  

・６年２組がなくなるため、現６年１組教室を新５年
１組教室に、現６年２組教室を新６年１組教室に  

■いじめ対策  
・いじめ防止基本方針に基づく取組の推進  
・校内対策委員会 心の教室相談員をメンバーに  

■分かる・楽しい授業、ＩＣＴ機器の活用推進  

■地域・家庭との連携  
・家庭訪問：４月２０日（月）～２７日（月）  
・参観日  
①5月 7日(木)1～3年はぎのこ  8日(金)4～6年  
②7月 2日(木)4～6年  3日(金)1～3年はぎのこ  
③9月 14日(月)1～3年はぎのこ  17日(木)4～6年  
④12月 1日(火)4～6年  2日(水)1～3年はぎのこ  
⑤2月 27日(土)全学年  

・個人懇談（希望制） 
１２月１日（木）～１８日（金）  

・市内一斉公開日  
①６月２３日（月） ②１０月１９日（月）  

・就学時健診：１１月１８日（水）  
幼児学級：２月１０日（水）  
いずれも会場は第三小学校  

・学級連絡網 ①電話（長子） ②電話（全家庭） ③
携帯メール連絡「らくらく連絡網」  

■自主学習  
・家庭向けに資料を配布  

・職員室前廊下に掲示板を設置し取り組ん
だノートを紹介 

■校内研究  
・研究教科は国語（コミュニケーション能
力を高める言語活動）  

・江小っ子学習の約束  

■読書  
・朝読書 毎月１回は教師も付いて一緒に
読書  

・図書室の本の貸し出し・返却は毎週火
曜・木曜（中休みと昼休み）に  

■特別支援学級  
・校内交流は、各学年との交流、教科交
流、給食交流を行う  

■安全  
・事前予告なしの避難訓練を実施  
・お迎え下校訓練の実施  

■児童会  
・児童減少に対応し、委員会を統合  
・学校統合に向け、平成２８年２月実施の
役員選挙は３～５年生各１名選出  

■体づくり  
・全学年で、年間を通して体育の時間にな
わとび運動に取り組み、体力向上を図る
（なわとびカードの活用）  

■保健  
・毎朝の健康調べ → 家庭と連携して感染
の拡大防止  

・救急処置は治療を妨げない範囲とし、内
服薬は与えない  

※日程は現時点での予定です。年度末に配布する年間行事予定表でご確認ください。 




